
(57)【要約】

【課題】挿入部の細径化図ることができ、内視鏡操作に

好適な処置具用リンク装置及び処置具を提供すること。

【解決手段】多自由度鉗子（処置具）１は、内視鏡とと

もに使用する軟性の処置具として使用される。この多自

由度鉗子１は、体腔内に挿入する処置具用リンク装置２

を備えている。この処置具用リンク装置２は、管状に延

びる挿入部３と、挿入部３の先端に接続される処置部５

と、この処置部５を操作する操作部６とを備えている。

偏差リンク部材１５は、基端部側１５ａが第１の操作軸

部材７に固定して接続されており、処置部５側となる先

端部１５ｂ側が、挿入部３の外周面３ｂよりも内側にあ

って第１の操作軸部材７の中心軸ＣＡより径方向外側に

偏差した位置で第１の操作軸部材７と平行に延びて形成

されている構成とした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 方 向 に 延 び る 操 作 軸 部 材 を 進 退 自 在 に 内 部 に 配 す る 管 状 の 挿 入 部 と 、
前 記 操 作 軸 部 材 と 少 な く と も 一 つ の リ ン ク 部 材 を 介 し て 接 続 さ れ 前 記 操 作 軸 部 材 の 進 退 に
よ っ て 操 作 さ れ る 処 置 部 と を 備 え 、
前 記 操 作 軸 部 材 の 先 端 部 と 直 接 接 続 さ れ る 前 記 リ ン ク 部 材 の 一 つ を 偏 差 リ ン ク 部 材 と す る
と き 、 前 記 偏 差 リ ン ク 部 材 の 先 端 部 が 前 記 処 置 部 に 直 接 又 は 他 の リ ン ク 部 材 を 介 し て 接 続
さ れ 、
前 記 偏 差 リ ン ク 部 材 が 、 前 記 操 作 軸 部 材 の 中 心 軸 よ り 外 側 に 偏 差 し た 位 置 で 前 記 操 作 軸 部
材 と 平 行 に 延 び て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 処 置 具 用 リ ン ク 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 処 置 具 用 リ ン ク 装 置 を 備 え 、
前 記 処 置 部 が 首 振 り 動 作 可 能 な 処 置 具 で あ っ て 、
該 首 振 り 動 作 の 回 動 中 心 を 第 １ の 回 動 軸 と し 、 前 記 偏 差 リ ン ク 部 材 の 先 端 側 が 、 前 記 第 １
の 回 動 軸 よ り も 前 記 挿 入 部 の 径 方 向 外 側 位 置 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 処 置 部 が 、 互 い に 基 端 側 の 第 ２ の 回 動 軸 で 接 続 さ れ て 回 動 可 能 と さ れ た 第 １ の 鉗 子 部
材 と 第 ２ の 鉗 子 部 材 と を 備 え 、
前 記 第 ２ の 回 動 軸 が 、 前 記 第 １ の 回 動 軸 よ り も 前 記 第 １ の 鉗 子 部 材 の 先 端 側 に 配 設 さ れ 、
前 記 挿 入 部 が 、 前 記 操 作 軸 部 材 を 第 １ の 操 作 軸 部 材 と し て こ れ と 並 ん で 進 退 自 在 に 設 け ら
れ た 第 ２ の 操 作 軸 部 材 を 内 部 に 備 え 、
前 記 第 １ の 鉗 子 部 材 の 基 端 部 に 直 接 又 は 他 の 前 記 リ ン ク 部 材 を 介 し て 前 記 偏 差 リ ン ク 部 材
が 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 操 作 軸 部 材 の 進 退 動 作 に よ り 前 記 第 ２ の 回 動 軸 周 り に 前 記 第 １ の
鉗 子 部 材 が 回 動 可 能 と さ れ 、
前 記 第 ２ の 鉗 子 部 材 の 基 端 部 に 直 接 又 は 他 の 前 記 リ ン ク 部 材 を 介 し て 前 記 第 ２ の 操 作 軸 部
材 が 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 操 作 軸 部 材 の 進 退 動 作 に よ り 前 記 第 １ の 回 動 軸 周 り に 第 ２ の 鉗
子 部 材 が 回 動 可 能 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 鉗 子 部 材 等 と 接 続 さ れ る 処 置 具 用 リ ン ク 装 置 及 び こ れ を 備 え る 処 置 具 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
外 科 用 処 置 具 を 人 体 に 設 け ら れ た 腹 腔 内 に 挿 入 し て 行 う 外 科 処 置 の 場 合 、 患 者 へ の 負 担 を
考 慮 し て 必 要 最 小 限 の 腹 腔 が 設 け ら れ る た め 、 限 ら れ た 数 及 び 大 き さ の 腹 腔 内 に 処 置 具 を
挿 入 し て 操 作 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 腹 腔 内 へ 挿 入 後 は 術 者 に よ る 一 方 向 操 作 に よ っ
て 多 自 由 度 操 作 を 可 能 と す る 多 自 由 度 鉗 子 等 の 処 置 具 が 用 い ら れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。
特 許 文 献 １ 記 載 の 多 自 由 度 鉗 子 に よ れ ば 、 連 結 部 材 を 支 持 す る た め に 配 設 さ れ た 枢 支 軸 や
連 結 ピ ン が 駆 動 棒 全 体 の 中 心 軸 上 に 配 設 さ れ て お り 、 各 駆 動 棒 は 、 こ れ ら を 避 け る た め に
駆 動 棒 全 体 の 中 心 軸 か ら 偏 っ て 配 設 さ れ て い る 。 そ の た め 、 操 作 軸 部 材 で あ る 複 数 の 操 作
棒 に 接 続 さ れ た リ ン ク 装 置 を 組 み 合 わ せ て 多 自 由 度 操 作 を 可 能 と し 、 ハ ン ド ル の 回 動 操 作
に よ っ て 多 自 由 度 鉗 子 を 挿 入 し た 状 態 の ま ま で 処 置 部 の 向 き を 変 え て 組 織 を 把 持 す る こ と
が で き 、 ま た 、 組 織 を 縫 合 等 す る こ と を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ９ ７ ６ ８ 号 公 報 　 （ 第 ３ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 技 術 を 内 視 鏡 と と も に 使 用 す る 軟 性 の 処 置 具 に 適 用 す る 場 合 、
そ れ ぞ れ の 駆 動 棒 の 軸 方 向 先 端 位 置 に 、 そ れ ぞ れ の 駆 動 棒 に 対 応 す る 枢 支 部 が 配 設 さ れ て
い る た め 、 枢 支 部 同 士 の 干 渉 を 避 け て 各 駆 動 棒 を 配 設 し よ う と す る と 、 こ れ ら で 構 成 さ れ
る 挿 入 部 の 外 径 が 大 き く な っ て し ま う 不 都 合 が あ っ た 。
本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 挿 入 部 の 細 径 化 図 る こ と が で き 、 内 視 鏡
操 作 に 好 適 な 処 置 具 用 リ ン ク 装 置 及 び 処 置 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。
本 発 明 の 処 置 具 用 リ ン ク 装 置 は 、 一 方 向 に 延 び る 操 作 軸 部 材 を 進 退 自 在 に 内 部 に 配 す る 管
状 の 挿 入 部 と 、 前 記 操 作 軸 部 材 と 少 な く と も 一 つ の リ ン ク 部 材 を 介 し て 接 続 さ れ 前 記 操 作
軸 部 材 の 進 退 に よ っ て 操 作 さ れ る 処 置 部 と を 備 え 、
前 記 操 作 軸 部 材 の 先 端 部 と 直 接 接 続 さ れ る 前 記 リ ン ク 部 材 の 一 つ を 偏 差 リ ン ク 部 材 と す る
と き 、 前 記 偏 差 リ ン ク 部 材 の 先 端 部 が 前 記 処 置 部 に 直 接 又 は 他 の リ ン ク 部 材 を 介 し て 接 続
さ れ 、 前 記 偏 差 リ ン ク 部 材 が 、 前 記 操 作 軸 部 材 の 中 心 軸 よ り 外 側 に 偏 差 し た 位 置 で 前 記 操
作 軸 部 材 と 平 行 に 延 び て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 処 置 具 用 リ ン ク 装 置 で は 、 偏 差 リ ン ク 部 材 の 先 端 側 が 、 操 作 軸 部 材 の 中 心 軸 よ り 外 側
に 偏 差 し た 位 置 で 前 記 操 作 軸 部 材 と 平 行 に 延 び る 軸 線 上 に 形 成 さ れ て い る の で 、 偏 差 リ ン
ク 部 材 の 先 端 部 に 接 続 さ れ た 処 置 部 或 い は 他 の リ ン ク 部 材 に 操 作 軸 部 材 の 軸 線 上 に 配 設 さ
れ る 部 分 が あ っ て も 、 操 作 軸 部 材 を 進 退 動 作 さ せ た と き に こ れ ら と 干 渉 し な い 動 作 を さ せ
る こ と が 可 能 と な る 。 そ の た め 、 操 作 軸 部 材 を 挿 入 部 の 中 心 軸 近 傍 に 配 設 す る こ と が で き
、 挿 入 部 の 外 径 を 従 来 よ り も 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 処 置 具 は 、 前 記 処 置 具 用 リ ン ク 装 置 を 備 え 、 前 記 処 置 部 が 首 振 り 動 作 可 能 な 処 置
具 で あ っ て 、 該 首 振 り 動 作 の 回 動 中 心 を 第 １ の 回 動 軸 と し 、 前 記 偏 差 リ ン ク 部 材 の 先 端 側
が 、 前 記 第 １ の 回 動 軸 よ り も 前 記 挿 入 部 の 径 方 向 外 側 位 置 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
こ の 処 置 具 は 、 本 発 明 に 係 る 処 置 具 用 リ ン ク 装 置 を 備 え て お り 、 偏 差 リ ン ク 部 材 の 先 端 側
が 第 １ の 回 動 軸 よ り も 挿 入 部 の 径 方 向 外 側 位 置 に 配 設 さ れ て い る の で 、 偏 差 リ ン ク 部 材 を
第 １ の 回 動 軸 位 置 を 越 え て 先 端 側 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 大 き な 回 転 角 を
有 す る 首 振 り 操 作 を 処 置 部 に さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 処 置 具 は 、 前 記 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 処 置 部 が 、 互 い に 基 端 側 の 第 ２ の 回 動 軸 で
接 続 さ れ て 回 動 可 能 と さ れ た 第 １ の 鉗 子 部 材 と 第 ２ の 鉗 子 部 材 と を 備 え 、 前 記 第 ２ の 回 動
軸 が 、 前 記 第 １ の 回 動 軸 よ り も 前 記 第 １ の 鉗 子 部 材 の 先 端 側 に 配 設 さ れ 、 前 記 挿 入 部 が 、
前 記 操 作 軸 部 材 を 第 １ の 操 作 軸 部 材 と し て こ れ と 並 ん で 進 退 自 在 に 設 け ら れ た 第 ２ の 操 作
軸 部 材 を 内 部 に 備 え 、 前 記 第 １ の 鉗 子 部 材 の 基 端 部 に 直 接 又 は 他 の 前 記 リ ン ク 部 材 を 介 し
て 前 記 偏 差 リ ン ク 部 材 が 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 操 作 軸 部 材 の 進 退 動 作 に よ り 前 記 第 ２ の 回
動 軸 周 り に 前 記 第 １ の 鉗 子 部 材 が 回 動 可 能 と さ れ 、 前 記 第 ２ の 鉗 子 部 材 の 基 端 部 に 直 接 又
は 他 の 前 記 リ ン ク 部 材 を 介 し て 前 記 第 ２ の 操 作 軸 部 材 が 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 操 作 軸 部 材
の 進 退 動 作 に よ り 前 記 第 １ の 回 動 軸 周 り に 第 ２ の 鉗 子 部 材 が 回 動 可 能 と さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 処 置 具 は 、 上 記 の 構 成 を 備 え る の で 、 第 １ の 操 作 軸 部 材 の 進 退 操 作 に よ り 、 偏 差 リ ン
ク 部 材 を 介 し て 第 ２ の 回 動 軸 を 中 心 と し て 第 １ の 鉗 子 部 材 を 回 動 し 、 第 ２ の 鉗 子 部 材 と の
間 で 開 閉 操 作 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ の 操 作 軸 部 材 の 進 退 操 作 に よ り 第 １ の 回 動
軸 を 中 心 と し て 第 ２ の 鉗 子 部 材 を 回 動 さ せ る 際 、 第 ２ の 回 動 軸 を 介 し て 第 １ の 鉗 子 部 材 が
第 ２ の 鉗 子 部 材 に 接 続 さ れ て い る の で 、 第 １ の 鉗 子 部 材 も 第 ２ の 鉗 子 部 材 に 追 従 し て 共 に
回 動 し 、 両 者 を 首 振 り 操 作 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
本 実 施 形 態 に 係 る 多 自 由 度 鉗 子 （ 処 置 具 ） １ は 、 内 視 鏡 と と も に 使 用 す る 軟 性 の 処 置 具 と
し て 使 用 さ れ る 。 こ の 多 自 由 度 鉗 子 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 体 腔 内 に 挿 入 す る 処 置 具 用
リ ン ク 装 置 ２ を 備 え て い る 。 こ の 処 置 具 用 リ ン ク 装 置 ２ は 、 管 状 に 延 び る 挿 入 部 ３ と 、 挿
入 部 ３ の 先 端 に 接 続 さ れ る 処 置 部 ５ と 、 こ の 処 置 部 ５ を 操 作 す る 操 作 部 ６ と を 備 え て い る
。
【 ０ ０ １ １ 】
挿 入 部 ３ は 、 一 方 向 に 並 ん で 延 び る 第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ 及 び 第 ２ の 操 作 軸 部 材 ８ と 、 こ れ
ら の 外 側 を 覆 う 管 状 の シ ー ス 部 材 １ ０ と を 備 え て い る 。 挿 入 部 ３ の 先 端 部 ３ ａ は 二 股 状 に
形 成 さ れ て お り 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ と 第 ２ の 操 作 軸 部 材 ８
と を 含 む 平 面 Ｐ に 沿 っ た ス リ ッ ト １ １ の 両 側 に 一 対 の カ バ ー 部 材 １ ２ 、 １ ３ が 設 け ら れ て
い る 。
こ の 一 対 の カ バ ー 部 材 １ ２ 、 １ ３ に は 、 平 面 Ｐ の 鉛 直 方 向 か ら 貫 通 し て 処 置 部 ５ の 首 振 り
操 作 の 回 動 中 心 と な る 第 １ の 枢 支 部 材 （ 第 １ の 回 動 軸 ） １ ４ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ の 先 端 部 ７ ａ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 操 作 部 ６ の 力 を 伝 達 す る 偏 差 リ
ン ク 部 材 １ ５ の 基 端 部 １ ５ ａ と 接 続 さ れ 、 こ の 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ の 先 端 部 １ ５ ｂ は 、 伝
達 さ れ た 力 を さ ら に 処 置 部 ５ へ 伝 達 す る 第 １ の リ ン ク 部 材 １ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の
操 作 軸 部 材 ８ の 先 端 部 ８ ａ は 、 第 ２ の 操 作 軸 部 材 ８ に 伝 達 さ れ た 力 を さ ら に 処 置 部 ５ へ 伝
達 す る 第 ２ の リ ン ク 部 材 １ ７ が 接 続 さ れ て い る 。
こ れ ら の リ ン ク 部 材 は 、 第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ と 第 ２ の 操 作 軸 部 材 ８ と を 含 む 平 面 Ｐ 内 で 駆
動 可 能 と さ れ て い る 。
偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ は 、 先 端 部 １ ５ ｂ 側 が 、 挿 入 部 ３ の 外 周 面 ３ ｂ よ り も 内 側 に あ っ て 第
１ の 操 作 軸 部 材 ７ の 中 心 軸 Ｃ Ａ よ り 径 方 向 外 側 に 偏 差 し た 位 置 で 第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ と 平
行 に 延 び て 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ は 、 先 端 部 １ ５ ｂ 側 が 第
１ の 枢 支 部 材 １ ４ よ り も 挿 入 部 ３ の 径 方 向 外 側 位 置 に 配 設 さ れ て い る 。
ま た 、 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ の 先 端 部 １ ５ ｂ は 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ３ の 先 端
部 ３ ａ に あ る ス リ ッ ト １ １ 内 に 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
処 置 部 ５ は 、 第 １ の 枢 支 部 材 １ ４ の 周 り に 首 振 り 動 作 可 能 に 配 設 さ れ て お り 、 互 い に 第 ２
の 枢 支 部 材 （ 第 ２ の 回 動 軸 ） １ ８ で 接 続 さ れ て 回 動 可 能 と さ れ た 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ と 第
２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ と を 備 え て い る 。
第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ は 、 基 端 部 １ ９ ａ で 第 １ の リ ン ク 部 材 １ ６ と 接 続 さ れ 、 第 ２ の 鉗 子 部
材 ２ ０ は 、 基 端 部 ２ ０ ａ で 第 ２ の リ ン ク 部 材 １ ７ と 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の 枢 支 部 材 １ ８
は 、 第 １ の 枢 支 部 材 １ ４ よ り も 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ の 先 端 側 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ３ の 枢 支 部 材 ２ ２ を 介 し て 第 １ の リ
ン ク 部 材 １ ６ と 回 動 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ は 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ
う に 、 第 ４ の 枢 支 部 材 ２ ３ を 介 し て 第 １ の リ ン ク 部 材 １ ６ と 回 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
ま た 、 第 ２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ は 、 第 ５ の 枢 支 部 材 ２ ５ を 介 し て 第 ２ の リ ン ク 部 材 １ ７ と 回 動
可 能 に 接 続 さ れ て お り 、 第 ２ の リ ン ク 部 材 １ ７ は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ６ の 枢 支
部 材 ２ ６ を 介 し て 第 ２ の 操 作 軸 部 材 ８ と 回 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 多 自 由 度 鉗 子 １ の 操 作 方 法 に つ い て 、 以 下 説 明 す る 。
ま ず 、 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ と 第 ２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ と が 、 図 １ に 示 す よ う に 、 中 心 軸 Ｃ に 沿
っ て 閉 じ た 状 態 で あ る も の と す る 。
こ の 状 態 で 、 操 作 部 ６ を 操 作 し て 第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ を 処 置 部 ５ 側 に 前 進 さ せ る 。 こ の と
き 、 第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ と と も に 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ も 同 方 向 に 前 進 す る の で 、 第 ４ の 枢
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支 部 材 ２ ３ に は 前 進 す る 方 向 の 力 が 伝 達 さ れ る 。 こ こ で 、 第 １ の リ ン ク 部 材 １ ６ の 延 び る
方 向 と 、 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ 上 で の 第 ２ の 枢 支 部 材 １ ８ と 第 ３ の 枢 支 部 材 ２ ２ と を 結 ぶ 方
向 と が 異 な る 方 向 と な る の で 、 第 １ の リ ン ク 部 材 １ ６ へ は 回 転 モ ー メ ン ト と な っ て 伝 達 さ
れ る 。 よ っ て 、 第 ４ の 枢 支 部 材 ２ ３ が 前 進 す る と と も に 第 ４ の 枢 支 部 材 ２ ３ を 回 動 中 心 と
し て 第 １ の リ ン ク 部 材 １ ６ が 回 動 す る 。 こ れ に 伴 っ て 第 ３ の 枢 支 部 材 ２ ２ が 中 心 軸 Ｃ か ら
遠 ざ か る 方 向 へ 移 動 さ れ る の で 、 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ が 第 ２ の 枢 支 部 材 １ ８ を 基 点 と し て
第 ２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ か ら 遠 ざ か る 方 向 へ 回 動 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ う し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 枢 支 部 材 １ ８ を 基 点 と し て 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ と 第
２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ と を 開 く 操 作 を 行 わ せ る こ と が で き る 。
こ の と き 、 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ の 先 端 部 １ ５ ｂ が 、 挿 入 部 ３ の 外 周 面 ３ ｂ よ り も 内 側 に あ
っ て 第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ よ り も 中 心 軸 Ｃ の 外 側 に 偏 差 し た 位 置 で 第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ と 平
行 に 延 び て 形 成 さ れ て い る の で 、 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ の 先 端 部 １ ５ ｂ は 、 第 １ の 枢 支 部 材
１ ４ と 干 渉 す る こ と な く 処 置 部 ５ 側 へ 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 ２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ を 閉 じ て 再 び 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ に 対 向 さ せ る 場 合 に は 、 操 作 部 ６ を
操 作 し て 第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ を 操 作 部 ６ 側 に 後 退 移 動 さ せ る 。
こ の と き 、 こ の 後 退 力 が 第 １ の リ ン ク 部 材 １ ６ へ の 回 転 モ ー メ ン ト と な っ て 第 １ の リ ン ク
部 材 １ ６ を 上 述 と は 逆 方 向 に 回 動 さ せ な が ら 移 動 さ せ 、 第 ３ の 枢 支 部 材 ２ ２ を 中 心 軸 Ｃ へ
近 づ け る 方 向 へ 移 動 さ せ る 。 こ の 動 き に よ っ て 、 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ の 先 端 側 が 、 第 ２ の
枢 支 部 材 １ ８ を 基 点 と し て 第 ２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ の 方 向 へ 回 動 し 、 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ と 第
２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ と が 閉 じ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 枢 支 部 材 １ ８ を 第 １ の 枢 支 部 材 １ ４ の 周 り に 回 動 さ せ る
首 振 り 動 作 の 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
こ の 場 合 も 、 ま ず 、 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ と 第 ２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ と が 、 図 １ に 示 す よ う に 、
中 心 軸 Ｃ に 沿 っ て 互 い に 閉 じ た 状 態 に あ る も の と す る 。
こ の 状 態 で 、 操 作 部 ６ を 操 作 し て 第 ２ の 操 作 軸 部 材 ８ を 操 作 部 ６ 側 に 後 退 さ せ る と 、 第 ２
の リ ン ク 部 材 １ ７ が 後 退 す る 。 こ れ に 伴 っ て 第 ５ の 枢 支 部 材 ２ ５ が 第 １ の 枢 支 部 材 １ ４ 周
り に 回 動 し て 、 第 １ の 枢 支 部 材 １ ４ の 位 置 よ り も 挿 入 部 ３ 側 に 移 動 す る 。
こ う し て 、 第 ２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ が 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ と と も に 第 １ の 枢 支 部 材 １ ４ を 回 動
中 心 と し て 第 ２ の リ ン ク 部 材 １ ７ の 方 向 へ 回 動 し て 、 首 振 り 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ と 第 ２ の 鉗 子 部 材 と を 再 び 中 心 軸 Ｃ に 沿 う 方 向 に 首 振 り 動 作 さ せ る 場
合 に は 、 操 作 部 ６ を 操 作 し て 第 ２ の 操 作 軸 部 材 ８ を 先 端 方 向 に 前 進 移 動 さ せ る 。
こ の と き 、 こ の 前 進 力 が 第 ２ の リ ン ク 部 材 １ ７ を 前 進 さ せ 、 第 ５ の 枢 支 部 材 ２ ５ を 第 １ の
枢 支 部 材 １ ４ 周 り に 上 述 と は 逆 方 向 に 回 動 さ せ る 。 こ の 動 き に よ っ て 、 第 ２ の 鉗 子 部 材 ２
０ の 先 端 側 が 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ と と も に 回 動 し て 、 首 振 り 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ と 第 ２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ と の 先 端 を 図 ４ に 示
す よ う な 首 振 り 動 作 さ せ た 状 態 か ら 、 さ ら に 、 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ と 第 ２ の 鉗 子 部 材 ２ ０
と を 開 く 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
ま ず 、 前 述 と 同 様 に 、 操 作 部 ６ を 操 作 し て 第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ を 先 端 部 ３ ａ 側 に 前 進 さ せ
る 。 こ の と き 、 第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ と と も に 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ も 中 心 軸 Ｃ に 沿 っ て 処 置
部 ５ 側 に 前 進 す る と 、 こ の 前 進 力 が 第 １ の リ ン ク 部 材 １ ６ へ 第 ４ の 枢 支 部 材 ２ ３ を 介 し て
回 転 モ ー メ ン ト と な っ て 伝 達 さ れ て 第 １ の リ ン ク 部 材 １ ６ が 第 ４ の 枢 支 部 材 ２ ３ 周 り に 回
動 し な が ら 第 ３ の 枢 支 部 材 ２ ２ を 移 動 さ せ る 。 こ れ に 伴 っ て 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ の 先 端 側
が 、 第 ２ の 枢 支 部 材 １ ８ を 基 点 と し て 第 ２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ か ら 遠 ざ か る 方 向 へ 回 動 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ う し て 、 第 ２ の 枢 支 部 材 １ ８ を 基 点 と し て 第 １ の 鉗 子 部 材 １ ９ と 第 ２ の 鉗 子 部 材 ２ ０ と
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を 開 く 操 作 を 行 わ せ る こ と が で き る 。
こ の と き 、 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ の 先 端 部 １ ５ ｂ は 、 外 周 面 ３ ｂ の 範 囲 内 を カ バ ー 部 材 １ １
、 １ ２ の 先 端 を 越 え た 位 置 ま で 突 出 し て 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 多 自 由 度 鉗 子 １ に よ れ ば 、 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ の 先 端 部 １ ５ ｂ 側 で は 、 第 １ の 操 作 軸
部 材 ７ と 第 ２ の 操 作 軸 部 材 ８ と に 囲 ま れ る 領 域 よ り も 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ と 第 ２ の 操 作 軸
部 材 ８ と で 囲 ま れ る 領 域 の ほ う が 大 き い 。 そ の た め 、 第 １ の 操 作 軸 部 材 ７ と 第 ２ の 操 作 軸
部 材 ８ と を 互 い に 接 近 さ せ て 配 設 し て も 、 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ を 第 １ の 枢 支 部 材 １ ４ の 位
置 を 越 え て 先 端 側 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 大 き な 回 転 角 を 有 す る 首 振 り 操
作 を 処 置 部 ５ に さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ の 先 端 部 １ ５ ｂ 側 は シ ー
ス 部 材 １ ０ と 干 渉 し な い た め 、 シ ー ス 部 材 １ ０ の 肉 厚 を 考 慮 す る こ と な く 設 計 す る こ と が
で き る 。 し た が っ て 、 先 端 部 １ ５ ｂ の 外 径 を シ ー ス 部 材 １ ０ の 外 径 よ り も 大 き く せ ず と も
第 １ の 枢 支 部 材 １ ４ に 干 渉 し な い 形 状 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸
脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
例 え ば 、 図 ６ か ら 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 １ の 操 作 軸 部 材 ２ ７ の 先 端 に 、 偏 差 リ ン ク 部 材 １
５ 、 及 び 第 １ の リ ン ク 部 材 １ ６ が 一 体 と な っ た 板 バ ネ や ワ イ ヤ 等 の 可 撓 性 を 有 す る 偏 差 リ
ン ク 部 材 ２ ８ が 接 続 さ れ た も の と し て も よ い 。 こ の 場 合 、 偏 差 リ ン ク 部 材 ２ ８ の 基 端 部 ２
８ ａ と 第 １ の 操 作 軸 部 材 ２ ７ と が 接 続 さ れ 、 偏 差 リ ン ク 部 材 ２ ８ の 先 端 部 ２ ８ ｂ と 第 １ の
鉗 子 部 材 １ ９ と が 、 第 ３ の 枢 支 部 材 ２ ２ を 介 し て 直 接 接 続 さ れ る 。
こ の 偏 差 リ ン ク 部 材 ２ ８ が 配 設 さ れ た 多 自 由 度 鉗 子 ３ ０ は 、 第 １ の 操 作 軸 部 材 ２ ７ の 進 退
操 作 に 伴 っ て 偏 差 リ ン ク 部 材 ２ ８ が 湾 曲 す る こ と に よ っ て 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ 及 び 第 １ の
リ ン ク 部 材 １ ６ と 同 様 の 作 用 を 有 す る 。
ま た 、 孔 が 第 １ の 回 動 軸 の 位 置 に 設 け ら れ て い る よ う な 処 置 具 用 リ ン ク 装 置 或 い は こ れ を
備 え る 処 置 具 で あ っ て も 、 偏 差 リ ン ク 部 材 １ ５ 或 い は ２ ８ を 使 用 す る こ と で こ の 孔 を 避 け
て 移 動 さ せ る こ と が で き る の で 、 操 作 軸 部 材 を 細 径 化 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た 本 発 明 に お い て は 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。
本 発 明 の リ ン ク 装 置 に よ れ ば 、 挿 入 部 の 外 径 を 小 さ く す る こ と が で き る の で 、 操 作 軸 部 材
の 細 径 化 に よ っ て 柔 軟 性 を 付 加 す る こ と が で き る 。
ま た 、 本 発 明 の 処 置 具 に よ れ ば 、 鉗 子 部 材 の 首 振 り 操 作 や 開 閉 操 作 の 際 に 操 作 軸 部 材 を 進
退 操 作 さ せ て も 首 振 り 枢 支 部 材 と 干 渉 す る こ と が な い の で 、 操 作 軸 部 材 の 外 径 を 小 さ く し
て 細 径 化 を 図 る こ と が で き 、 挿 入 部 を よ り 小 さ い 内 視 鏡 鉗 子 口 或 い は 体 腔 内 に 挿 入 す る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 多 自 由 度 鉗 子 の 要 部 を 示 す 中 心 軸 の 断 面 矢 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｘ － Ｘ 、 Ｙ － Ｙ 、 Ｚ － Ｚ 面 各 面 に お け る 断 面 を 示 す 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 多 自 由 度 鉗 子 を 開 い た 状 態 の 要 部 を 示 す 一 部 を 破 断 し
た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 多 自 由 度 鉗 子 を 首 振 り 操 作 さ せ た 状 態 の 要 部 を 示 す 一
部 を 破 断 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 多 自 由 度 鉗 子 を 首 振 り 操 作 さ せ た 状 態 で 開 い た 状 態 の
要 部 を 示 す 一 部 を 破 断 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 多 自 由 度 鉗 子 の 要 部 を 示 す 中 心 軸 の 断 面 矢 視 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 多 自 由 度 鉗 子 を 開 い た 状 態 の 要 部 を 示 す 一 部 を 破 断
し た 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 多 自 由 度 鉗 子 を 首 振 り 操 作 さ せ た 状 態 の 要 部 を 示 す
一 部 を 破 断 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 多 自 由 度 鉗 子 を 首 振 り 操 作 さ せ た 状 態 で 開 い た 状 態
の 要 部 を 示 す 一 部 を 破 断 し た 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 ３ ０ 　 多 自 由 度 鉗 子 （ 処 置 具 ）
２ 　 処 置 具 用 リ ン ク 装 置
３ 　 挿 入 部
５ 　 処 置 部
７ 　 第 １ の 操 作 軸 部 材 （ 操 作 軸 部 材 ）
８ 　 第 ２ の 操 作 軸 部 材
１ ４ 　 第 １ の 枢 支 部 材 （ 第 １ の 回 動 軸 ）
１ ５ 、 ２ ８ 　 偏 差 リ ン ク 部 材
１ ８ 　 第 ２ の 枢 支 部 材 （ 第 ２ の 回 動 軸 ）
１ ９ 　 第 １ の 鉗 子 部 材
２ ０ 　 第 ２ の 鉗 子 部 材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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